
　　

10
月
30
日
か
ら
11
月
７
日
ま
で
の
９

日
間
、
岡
山
県
内
の
全
市
町
村
で
第
25

回
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
68
事
業

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
は
、
文
化
活
動
の
相
互

理
解
、
全
国
規
模
の
交
流
・
発
表
の
機

会
を
提
供
す
る
わ
が
国
最
大
の
文
化
の

祭
典
で
す
。
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
世
界
に
誇
る
鉄
の
芸
術

品
で
あ
る
刀
を
テ
ー
マ
に
、「
備
前
お

さ
ふ
ね
名
刀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
10

月
30
日
（
土
）・
31
日
（
日
）
の
２
日
間
、

備
前
お
さ
ふ
ね
刀
剣
の
里
・
ゆ
め
ト
ピ

ア
長
船
・
長
船
町
福
岡
市
場
小
路
一
帯

で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
２
日
間
は
、
備

前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
入
館
料
が
無
料

に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
会
場
へ
足

を
運
ん
で
、
刀
剣
・
地
域
文
化
の
素
晴

ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
文
化
祭
を
機
会
に
刀
の
魅
力

を
存
分
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
現
代

刀
匠
の
お
守
り
刀
展
示
、
里
帰
り
す
る

国
宝
の
太
刀
、
岡
山
県
出
身
の
俳
優
・

八
名
信
夫
氏
の
記
念
講
演
会
な
ど
見
ど

こ
ろ
満
載
で
す
。

　

公
募
に
よ
る
現
代
刀
匠
の
お
守
り
刀

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
平
安
時

代
に
作
ら
れ
た
国
宝
の
中
で
も
最
高
ラ

ン
ク
の
国
宝
太
刀
「
友と

も
な
り成

」（
厳

い
つ
く
し
ま島

神

社
蔵
）、
徳
川
家
康
の
愛
刀
で
名
高
い

重
要
文
化
財
の
脇
指
「
長
船
勝か

つ
み
つ光

・

宗む
ね
み
つ光

の
合
作
刀
」（
日
光
東
照
宮
蔵
）、

他
に
は
重
要
文
化
財
の
太
刀
「
長
船

景か
げ
み
つ光

」（
文
化
庁
蔵
）、
重
要
美
術
品
の

「
長な

が
み
つ光

」
の
刀
な
ど
、
中
世
の
長
船
で

作
ら
れ
た
名
品
中
の
名
品
も
あ
わ
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

備
前
地
域
で
製
作
さ
れ
た
刀
剣
な
ど
約

20
口ふ
り

を
中
心
に
小
道
具
な
ど
の
逸
品
を

合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　

岡
山
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
毎
年
秋
祭
り
で
奉
納
さ

れ
る
綾
浦
太
刀
踊
・
粟
利
郷
太
刀
踊
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

Yana Nobuo



　

刀
剣
を
テ
ー
マ
に
市
内
ア
マ
チ
ュ
ア

劇
団
に
よ
る
人
形
劇
を
開
催
し
ま
す
。

「
星
の
子
き
ら
り
」
は
、
若
者
が
備
前

長
船
で
苦
労
し
な
が
ら
刀
鍛
冶
に
な
る

と
い
う
「
備
前
長
船
刀
か
じ
誕
生
物

語
」
を
上
演
。
ま
た
、「
つ
き
み
草
」
は
、

き
つ
ね
と
お
じ
い
さ
ん
の
愛
情
を
描

き
、
亡
き
お
ば
あ
さ
ん
の
形
見
と
し
て

備
前
長
船
景
光
の
刀
が
登
場
す
る
「
ひ

で
じ
い
と
ご
ん
吉
」
を
上
演
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
目
の
前
で
着
物
の
帯
を
結

び
、
お
守
り
刀
を
身
に
付
け
ま
す
。
日

本
の
民
族
衣
装
で
あ
る
着
物
と
刀
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
楽
し
い
シ
ョ
ー

で
す
。
お
守
り
刀
に
つ
い
て
の
解
説
も

あ
り
ま
す
。

　　

見
る
だ
け
で
な
く
、
刀
剣
の
手
入
れ

や
銘
切
り
体
験
、
刀
が
合
う
着
付
け
体

験
な
ど
、
と
き
に
は
真
剣
に
、
と
き
に

は
楽
し
み
な
が
ら
、
体
験
を
通
し
て
刀

の
魅
力
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

岡
山
県
支
部
役
員
の
皆
さ
ん
が
刀
剣
の

手
入
れ
や
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
、

実
物
を
使
っ
て
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
刀
剣
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
質
問
に
も

応
じ
ま
す
。

　

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
な
ど
に
銘
を
刻
み

ま
す
。
刀
剣
の
ふ
る
さ
と
へ
の
来
場
記

念
に
自
分
の
名
前
を
刻
ん
だ
り
、
大
切

な
人
の
名
前
を
刻
ん
で
お
土
産
に
し
た

り
と
楽
し
み
方
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。

　

着
物
を
着
せ
て
も
ら
っ
て
お
守
り
刀

を
身
に
つ
け
た
り
、
鎧
兜
を
ま
と
っ
て

模
擬
刀
を
持
っ
た
り
と
楽
し
く
て
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
持
参

す
れ
ば
、記
念
写
真
撮
影
も
可
能
で
す
。

来
場
記
念
に
、ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
が
軒
を
連
ね
る
福
岡

の
大
市
。
市
内
の
特
産
品
や
新
鮮
な
野

菜
な
ど
の
買
い
物
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
十
分
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

会
場
と
な
る
長
船
町
福
岡
は
、
中
世

に
は
中
国
地
方
随
一
の
大
商
業
都
市
で

し
た
。「
一
遍
上
人
絵
伝
」
で
も
お
な

じ
み
の
中
世
福
岡
の
市
の
現
代
版
と
し

て
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
瀬
戸
内
市
の
特

産
品
や
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま

す
。
周
辺
に
は
、
福
岡
の
市
跡
の
碑
、

福
岡
一
文
字
造
剣
之
跡
碑
、
妙
興
寺
の

境
内
に
あ
る
黒
田
官
兵
衛
の
曽
祖
父

や
、
岡
山
城
を
築
い
た
宇
喜
多
直
家
の

父
の
も
の
と
い
わ
れ
る
お
墓
な
ど
、
見

ど
こ
ろ
も
い
っ
ぱ
い
。
買
い
物
を
楽
し

み
な
が
ら
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た
こ
の
地

の
魅
力
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

来
場
者
を
歓
迎
し
よ
う
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

ま
す
。
舌
で
、
目
で
、
心
で
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

瀬
戸
内
市
栄
養
委
員
に
よ
る
岡
山
ば

ら
寿
司
の
元
祖
と
い
わ
れ
る
「
ど
ど
め

せ
」、
郷
土
料
理
研
究
グ
ル
ー
プ
「
か

ぼ
ち
ゃ
の
会
」
に
よ
る
郷
土
の
食
材
が

ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
た
「
栄
養
鍋
」
の
試

食
が
で
き
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
文
化
連
盟
茶
道
部
の
皆
さ

ん
が
心
を
込
め
て
点た

て
た
抹
茶
を
、
市

の
特
産
品
で
あ
る
「
虫
明
焼
」
の
器
で

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
企
画
で
す
。
お

い
し
い
お
茶
を
味
わ
い
、
日
本
の
伝
統

文
化
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
菊
づ
く
り
を
推
進
す
る
会
の

皆
さ
ん
が
、
優
れ
た
刀
剣
を
数
多
く
作

り
出
し
た
一
文
字
派
の
名
刀
に
ち
な
ん

だ
大
輪
で
一
重
咲
き
と
い
う
珍
し
い

「
一
文
字
菊
」
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
丹
精
し
た
花
も
会
場
を

飾
り
、
来
場
者
を
迎
え
ま
す
。

　

草
木
染
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
公
民

館
グ
ル
ー
プ「
あ
ゐ
の
会
」と「
ナ
チ
ュ

ラ
ル
染
色
あ
ゐ
の
会
」
が
、
刀
の
刃
文

と
鍔
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
て
制
作

し
た
色
と
り
ど
り
の
の
れ
ん
が
、
会
場

に
彩
を
添
え
ま
す
。



　高齢者や障害者に対する虐待は、依然として数
多く発生しています。
　岡山地方法務局と岡山県人権擁護委員連合会で
は、右記の７日間を全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」強化週間とし、電話相談を受
け付けます。
　高齢者や障害者をめぐるさまざまな人権問題を
解決するために人権擁護委員、法務局職員が相談
に乗ります。高齢者・障害者へのいじめ、いやが
らせ、虐待などの人権侵害が疑われる事案などが

ありましたら、遠慮なくお電話ください。相談料
は無料、秘密は厳守されます。

　9月 6日（月）～ 12日（日）
　午前 8時 30分～午後 7時（土日は午前

　10時～午後 5時）
※強化週間以外は、午前 8時 30分から午後５時 15分
　まで（平日のみ）電話相談を受け付けています。

　市では、現在、小中学生の医療費の一部を助成
していますが、10 月１日（金）から、小学生の
入院分に係る自己負担が無料になります。
　入院する場合で、事前に受給資格者証の交付を
希望する保護者は、子どもの氏名が記載された保
険証 ･印鑑を持参のうえ、市民課へ申請してくだ
さい。
　なお、現在、心身障害者医療およびひとり親家

庭等医療の対象となっている小学生については、
９月末までに受給資格者証を送付しますので申請
の必要はありません。
　小学生の医療費（外来分）および中学生の医療
費については、今までどおり子育て支援医療費で
医療費の一部を助成します。

　子ども手当の要件に該当している人で、まだ手
続きを行っていない人は、市役所窓口で早めに手
続きをしてください。請求がなければ子ども手当
は受給できません。なお、公務員の人は独立行政
法人など一部を除いて職場での手続きとなります。

　中学３年生までの子どもを養育している人
※所得制限はありません。
※父母の場合、生計を維持する程度の高い方が請
　求者となります。なお、請求者が単身赴任して
　いる場合、その市区町村へ請求してください。

　子ども１人当たり　月額　１３，０００円
　平成 22年９月 30日（木）

※郵送の場合は、当日消印有効となります。

※本年９月 30 日までに受け付けたものに限り、
　特例的に本年４月１日（または支給要件に該当
　した日）にさかのぼって支給されます。９月
　30 日以降は、請求を受け付けた月の翌月から
　の支給となり、さかのぼることはできません。

　・印鑑
　・請求者名義の支払希望口座の分かるもの（通帳など）
　・請求者本人の健康保険証の写し

　日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満のすべ
ての人は、国民年金に加入することになります。
　加入者は職業などによって３つのグループに分
かれており、それぞれ加入手続きが異なります。

　自営業者、学生、フリーター、無職の人などで、
加入手続きは自分で市役所の国民年金担当窓口で
行います。

　会社員や公務員など厚生年金保険や共済組合に
加入している人で加入手続きは勤務先が行います。

　第２号被保険者に扶養されている配偶者の人
で、加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由
して行います。

　市では、８月か
ら市民活動の輪を
広げ、市民活動団
体の活動を支援す
ることを目的とし
て、「協働のまちづ

くりホームページ」を開設しています。
　このホームページでは、市民活動団体の皆さん

が市内で実施するイベントなどのお知らせや団体
情報、市民活動応援補助金などの申請様式、これ
から活動をはじめたいと考えている皆さんに役立
つ各種講座のお知らせなどを掲載しています。
　皆さん、ぜひご活用ください。



　６月 20 日、西脇海
岸（牛窓町鹿忍）で市
内の小学生を対象とし
て牛窓町漁協青壮年部
が主催する地引網が行
われました。
　みんなで、力を合わ

せて網を引っ張ると、中には魚、タコ、イカなどがたくさん。地
元食材を使った大鍋汁も振る舞われたり、くじ引きで魚を分けた
りと大人も子どもも一緒に楽しんだ一日となりました。

　「虫明八景」の切り絵をデザインした扇子、エ
コバッグ、クリアファイルが完成しました。
　道の駅黒井山グリーンパークゆうゆう交流館が
虫明の自然や歴史を身近に感じてもらおうと昨年
発売した絵はがき、一筆箋に続くものです。
　「虫明八景」は、虫明に陣屋を構えた岡山藩筆
頭家老の伊木忠親が選定した景勝地で、その後、
多くの文人たちに広まりました。同館ギャラリー
では、扇子 2,100 円、エコバッグ 840 円、クリ
アファイル 210 円で販売しています。

　７月８日に、野口秀子さん（牛窓町長浜）が満
１００歳を迎え、武久顕也市長がお祝いに自宅を
訪問しました。野口さんは、表彰を受け取ると「あ
りがとう」と感謝の気持ちを述べていました。
　また 12 日には、10 日に満１００歳を迎えた
高原都さん（邑久町尾張）を土井和子保健福祉部
長が訪問。高原さんは、握手をして感謝の思いを
伝えていました。
　家族の皆さんから大切にされているお二人。こ
れからも元気でお過ごしください。

　7月 11 日、瀬戸内市消防団が邑久町本庄の千
町川沿いで非常招集訓練を実施しました。
　午前７時５分に、防災行政無線やメールを使い、
全団を一斉に招集。現場指揮本部に到着した各分
団は、千町川に向けて順次放水を行いました。
　訓練日などが事前に知らされていなかった中
で、休日にもかかわらず、112 人の団員が集合
しました。この訓練によって、現場までの到着時
間と放水開始時間を把握するとともに、団員の即
応体制を確認することができました。

　７月８日、今城小学校で４年生 31人が参加し
て環境学習教室が開催されました。
　この教室は、備前みどりのまほろば協議会の主
催で行われたもので、講義や体験を通して、地球
温暖化と省エネ・自然エネルギーの大切さを学ぶ
こと目的にしています。
　生徒たちは、地球温暖化の現状についてクイズ
形式で理解を深めると、班に分かれて体験コーナ
ーへ。待機電力を測定したり、自転車で発電を行
ったりして、エネルギーの大切さを学習。また、
屋外では、太陽光を集めて焼いもを作るなど、自
然エネルギーの有効活用を考えました。地球温暖
化を防ぐために、一人ひとりが今の暮らし方を見
直さなければならないことが理解できました。



　

台
風
や
大
雨
な
ど
に

よ
り
、
災
害
が
発
生
し

や
す
い
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
防
災
意

識
を
持
ち
、
防
災
対
策

を
行
う
「
自
助
」
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
危
機

意
識
を
持
ち
、
十
分
な

備
え
を
し
て
お
く
こ
と

が
、
自
分
の
身
を
守

り
、
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
内
で
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
防
災
意

識
を
高
め
て
お
く
と
と
も
に
、

屋
根
、
窓
な
ど
の
点
検
や
懐
中

電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
医
療
品

な
ど
防
災
用
品
を
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
が
予
想
さ
れ
る

と
き
は
高
齢
者
や
子
ど
も
に
声

を
掛
け
、
み
ん
な
で
助
け
合
い

ま
し
ょ
う
。

　

７
月
31
日
現
在
、
県
内
の
交

通
事
故
死
者
は
57
人
で
、
う
ち

高
齢
者
が
27
人
と
全
体
の
47
・

４
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
人
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
、
夕
方
、
夜
間
の
外
出

　

を
控
え
る
。

・
夜
光
反
射
材
を
体
の
前
後
、

　

左
右
、
靴
の
か
か
と
な
ど
に

　

付
け
る
。

・
必
ず
信
号
の
あ
る
交
差
点
や

　

横
断
歩
道
を
渡
る
。

・
視
野
の
確
保
の
た
め
、
目
線

　

を
下
げ
ず
、
周
囲
の
状
況
を

　

よ
く
確
認
す
る
。

・
歩
行
者
や
自
転
車
を
見
落
と

　

さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を
徹

　

底
し
、
徐
行
運
転
を
行
う
。

・
体
調
が
悪
い
と
き
や
夜
間
、

　

雨
天
時
は
運
転
を
控
え
る
。

　　

　

毎
年
９
月
１
日
は
「
防
災
の

日
」
で
す
。

　

防
災
の
日
が
定
め
ら
れ
た

理
由
の
一
つ
は
、
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
９
月
１
日
午

前
11
時
58
分
に
起
き
た
関
東
大

震
災
で
す
。
関
東
大
震
災
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
、
最

大
震
度
７
の
地
震
で
、
南
関
東

一
円
を
中
心
に
、
死
者
・
行
方

不
明
者
数
14
万
人
以
上
、
家
屋

の
倒
壊
・
焼
失
を
合
わ
せ
た
被

害
は
80
万
戸
以
上
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
７

（
１
９
９
５
）
年
１
月
17
日
に

起
き
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」

の
死
者
・
行
方
不
明
者
数
が
６
、

４
３
７
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
大
変
な
数
字
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
理
由

は
９
月
１
日
が
「
二に

ひ
ゃ
く
と
お
か

百
十
日
」

に
当
た
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で

す
。「
二
百
十
日
」
と
は
、
季

節
の
移
り
変
わ
り
を
的
確
に
つ

か
む
た
め
に
設
け
ら
れ
た
雑
節

と
呼
ば
れ
る
特
別
な
暦
日
の

　９月 11日（土）は警察安全
相談の日です。
　岡山県警察では、安全で安心
して暮らせる地域づくりのた
めに、警察本部、警察署に警察
安全相談窓口を設けて、皆さん
からの事件・事故の相談を受け
付けます。
　巧妙化する犯罪から身を守
るために相談しましょう。

一
つ
で
、
立
春
か
ら
数
え
て

２
１
０
日
目
に
あ
た
り
、
台
風

が
襲
来
し
や
す
い
日
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
、
そ
し
て
、
関
東
大
震

災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

と
戒
め
を
込
め
て
制
定
さ
れ
た

の
が
「
防
災
の
日
」
な
の
で
す
。

　
「
防
災
の
日
」
を
契
機
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
お
け
る

防
災
対
策
を
考
え
る
と
と
も

に
、
身
の
回
り
の
防
災
用
品
の

準
備
、
点
検
を
行
い
非
常
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物

愛
護
週
間
で
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
動
物
愛
護
週

間
関
連
事
業
と
し
て
、
「
第
６

回
岡
山
県
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
動
物
愛
護
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
31
日
（
日
）　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ

　

ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区
御
津

　

伊
田
２
７
５
０
番
地
）

　

　

・
愛
犬
と
一
緒
に
ク
イ
ズ
＆
ゲ
ー
ム

　

・
家
庭
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　
（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
）

　

・
キ
ッ
ズ
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

　

・
軽
食
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　

皆
さ
ん
は
、
食
品
を
購
入
す

る
際
、
何
を
見
て
選
ん
で
い
ま

す
か
？

　

産
地
や
原
材
料
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
よ

ね
。
私
た
ち
消
費
者
が
食
品
を

選
ぶ
際
に
、
そ
の
食
品
に
関
す

る
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の

が
「
食
品
表
示
」
で
す
。

　

食
品
表
示
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
」

が
定
め
る
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
消
費
者
向
け
に
販
売
さ

れ
る
全
て
の
飲
食
料
品
の
う

ち
、生
鮮
食
品
に
つ
い
て
は「
名

称
」「
原
産
地
」
な
ど
、
加
工

食
品
に
つ
い
て
は「
原
材
料
名
」

「
賞
味
期
限
」
な
ど
を
表
示
す

　ＦＲＰ船とは、ＦＲＰ（ガラス繊維強化
プラスチック）を材料として使用している
小型船舶（モーターボート、ヨット、漁船
など）のことです。
　ＦＲＰ船を廃船する場合は、登録販売店
などに申し込みを行い、料金を支払ってリ
サイクルする必要があります。
　廃ＦＲＰ船の処理を具体的に進めるのは
登録販売店です。登録販売店を調べるには、
ＦＲＰ船リサイクルセンターへお問い合わ
せください。また、リサイクルに関する費
用、見積り、手続きの方法などについても
登録販売店にご確認ください。

　９月１日（水）～ 10月 22日（金）

　

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
販
さ
れ
て
い
る
飲
食
料
品

で
「
お
か
し
い
な
」
と
思
う
表

示
や
、
表
示
に
関
す
る
質
問
が

あ
れ
ば
、「
食
品
表
示
１
１
０

番
」
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　



　

本
市
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
対
象
に
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
目

的
と
し
た
特
定
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
す
る
た
め
、
年

に
一
度
は
健
康
診
査
を
受
け
、

体
の
状
態
を
数
値
で
知
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

結
果
を
生
か
し
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
か

ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
の
危

険
性
が
高
く
、
生
活
習
慣
を
改

善
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
判
断
し

た
人
に
は
、
特
定
保
健
指
導
の

案
内
を
送
り
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
20
年
度
は

58
人
、
平
成
21
年
度
は
70
人
が

特
定
保
健
指
導
に
参
加
し
ま
し

た
。参
加
者
へ
の
指
導
の
結
果
、

平
成
20
年
度
と
21
年
度
の
特
定

健
康
診
査
結
果
で
比
べ
る
と
男

性
の
腹
囲
は
約
２
㌢
減
、
女
性

は
約
５
㌢
減
と
な
り
、
肥
満
状

況
が
改
善
し
ま
し
た
。　
　
　

 

　

本
市
の
特
定
保
健
指
導
に

は
、
次
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

・
専
門
職
と
一
対
一
で
行
う
。

　

・
対
象
者
の
希
望
を
聞
き
、
指

　

導
日
程
を
調
整
す
る
。

　

・
生
活
状
況
を
把
握
し
、
無
理

　

の
な
い
指
導
を
行
う
。

　

・
一
方
的
な
指
導
で
は
な
く
、

　

一
緒
に
考
え
な
が
ら
行
う
。

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
を
受
け
る
こ
と
は
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
や
、
総

合
的
な
健
康
状
態
を
知
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

　

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
し
て
、
積
極
的
に

利
用
し
て
、
健
康
管
理
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

　

　参加しようかどうか迷いましたが、
血液検査にひかれ、参加しました。
　今まで食べ過ぎていたことに気づ
きました。食べる量に気をつけ、ま
た１日 30分のウォーキングを行うな
どして体重を維持しています。
　服もサイズダウンし、おしゃれの
楽しみも増えました。人に「やせたね」
と言われることがうれしいです。

　医者に注意を受けていたので、保
健指導の力を借りようと思いました。
　途中体重が増えるときもありまし
たが、減らすコツが分かりました。
　以前は、好きなときに好きなだけ、
食べていましたが、野菜を食べ、間
食を控え、３食きちんととるように
なりました。保健指導が終了した今
も、体重と歩数は記録しています。

　瀬戸内市では平成 21年度から食育推進計画に基
づきさまざまな事業を進めています。
　食育の大きな目的は、その人が生涯にわたって
健康な心や体、そして豊かな人間性をはぐくんで
いくことを願うものです。健康を考えるだけでな
く、豊かな自然から命を感じ「食」を通じてコミュ
ニケーションを図ることも食育です。
　この食育についての情報を今月から２回にわ
たってお知らせします（「瀬戸内市の味」は 9、10
月号は休載 )。
　昨年度、市が行った食のアンケートでは、次の
ような結果が出ています。

　中学生になると朝食を取らない子どもの割合が
増加し、高校生では 4人に 1人が食べていません。

　乳幼児期の子どもを持つ保護者は、子どもの食
事の栄養バランスは気を付けていても、自身はお
ろそかになっている人が多いようです。

　このような状況を踏まえ、市では、次世代を担
う乳幼児や学童思春期の子どもたちはもちろん、
保護者世代を中心とした食育にも力を入れていく
ことにしています。保護者会やイベントなど、食
育についてお話ができる場があればぜひ健康づく
り推進課へお知らせください。

　本紙８月号 P17「瀬戸内市の味」で、濱元
敬子さんのお名前が、「濱本」となっていました。訂正し、
お詫び申し上げます。



　

５
月
か
ら
公
民
館
で
出
前
講

座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

開
始
か
ら
４
ヶ
月
あ
ま
り
が

た
ち
、
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
市
な
ど
の
職

　

世
界
に
は
貧
し
さ
、
病
気
、
戦
争
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
で
苦
し
む
人
た
ち
が
い
ま

す
。「
１
０
０
円
」
と
い
う
具
体
的
な
金
額

か
ら
、
ど
ん
な
薬
品
が
い
く
つ
買
え
て
、
ど

れ
だ
け
食
べ
物
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
っ
た
こ
と
や
、
世
界
の
現
状
を
写
真
と

デ
ー
タ
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
全

３
巻
。

　

１
０
０
円
か
ら
で
き
る
国
際
協
力
編
集
委
員
会
…
編

員
が
講
師
と
な
っ
て
講
座
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に

公
民
館
の
自
主
講
座
グ
ル
ー
プ

や
瀬
戸
内
警
察
署
の
皆
さ
ん
が

出
前
講
座
の
講
師
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ピポン＝辻岡ピギー…著

　牛乳パックから取れるパルプと水を使って
作る紙や、立体にして作るかわいい雑貨を紹
介します。クッキー型でいろいろな形にした
り、針金と組み合わせて装飾品にしたりとバ
リエーション豊かなエコ雑貨の作り方が満載
の１冊です。

　

い
よ
い
よ
10
月
１
日
（
金
）

に
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
が
開
館

し
ま
す
。
新
た
な
芸
術
文
化
拠

点
と
し
て
、
瀬
戸
内
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
本
物

の
芸
術
に
ふ
れ
、
心
を
豊
か
に

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

　

さ
て
、
瀬
戸
内
市
は
多
く
の

芸
術
家
を
生
み
、
多
く
の
芸
術

家
に
愛
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
は
そ
の
芸

術
を
市
内
で
楽
し
め
る
場
が
無

く
、
知
る
人
ぞ
知
る
人
と
な
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。
皆

さ
ん
は
、
次
の
10
人
の
う
ち
何

人
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

①
池
田
満ま
す
お
寿
夫　

②
大
原
桂け
い
な
ん南

③
木
村
政
夫　

④
佐
竹
徳と
く

⑤
柴
田
義ぎ

と
う董　

⑥
竹
田
喜
之
助

⑦
竹
久
夢
二　

⑧
東
原
方ほ
う
せ
ん僊　

⑨
緑
川
洋
一　

⑩
森
香こ
う
し
ゅ
う洲

　　

こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
す
べ
て

瀬
戸
内
市
に
縁
の
あ
る
芸
術
家

（
作
家
）
で
す
。

　

①
池
田
満
寿
夫
氏
は
版
画
や

陶
芸
な
ど
多
才
な
芸
術
家
。
か

つ
て
開
催
さ
れ
て
い
た
牛
窓
国

際
芸
術
祭
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年

逝
去
。
②
大
原
桂
南
氏
は
山
陽

新
聞
の
題
字
を
揮き

ご
う毫

す
る
な
ど

し
た
書
家
。
邑
久
町
下
笠
加
生

ま
れ
。
昭
和
36
（
１
９
６
１
）

年
逝
去
。
③
木
村
政
夫
氏
は
瀬

戸
内
版
画
会
を
設
立
し
、
備
中

神
楽
や
能
な
ど
を
題
材
に
作

品
を
手
が
け
た
版
画
家
。
邑

久
町
大
窪
生
ま
れ
。
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
逝
去
。
④
佐

竹
徳
氏
は
牛
窓
の
オ
リ
ー
ブ
を

描
き
、
日
展
審
査
員
も
務
め
た

洋
画
家
。
平
成
10（
１
９
９
８
）

年
逝
去
。
⑤
柴
田
義
董
氏
は
京

都
四
条
派
の
日
本
画
家
。
邑

久
町
尻
海
生
ま
れ
。
文
政
２

（
１
８
１
９
）
年
逝
去
。
⑥
竹

田
喜
之
助
氏
は
糸
あ
や
つ
り

人
形
師
。
邑
久
町
尾
張
生
ま

れ
。
昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年

逝
去
。
⑦
竹
久
夢
二
氏
は
独

特
な
美
人
画
を
描
い
た
日
本

画
家
。
邑
久
町
本
庄
生
ま
れ
。

昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
逝

去
。
⑧
東
原
方
僊
氏
は
日
本
画

家
。
小
野
竹
喬
や
池
田
遙
邨
と

烏
城
会
を
結
成
し
て
活
動
し

た
。
長
船
町
福
岡
生
ま
れ
。
昭

和
47
（
１
９
７
２
）
年
逝
去
。

⑨
緑
川
洋
一
氏
は
多
重
露
光
撮

影
な
ど
独
特
な
写
真
を
撮
っ
た

写
真
家
。
邑
久
町
虫
明
生
ま

れ
。
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年

逝
去
。
⑩
森
香
洲
氏
は
虫
明
焼

中
興
の
祖
で
あ
る
陶
芸
家
。
邑

久
町
虫
明
生
ま
れ
。
大
正
10

（
１
９
２
１
）
年
逝
去
。

　

現
在
で
は
、
岡
山
県
指
定
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
森

陶と
う
が
く岳
氏
（
備
前
焼
）
や
瀬
戸
内

市
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
の
黒
井
千せ
ん
さ左
氏
（
虫
明
焼
）

な
ど
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
も
、
瀬
戸
内
市
立

美
術
館
の
核
と
な
る
作
品
群
は

生
前
に
寄
贈
さ
れ
た
佐
竹
徳
氏

の
油
彩
画
で
す
。

　

佐
竹
氏
の
作
品
は
、
例
え
ば

朝
の
光
と
い
う
短
い
時
間
で
し

か
描
け
な
い
条
件
の
中
で
描
か

れ
た
作
品
は
描
き
終
わ
ら
な
け

れ
ば
次
の
季
節
の
同
じ
条
件
と

な
る
ま
で
描
か
れ
ず
、
何
年
も

描
き
続
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
木
が
画
面
の
枠
の
外
に
ま
で

成
長
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
ま
す
。

自
然
が
変
化
す
る
の
は
当
然
で

あ
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
描
く

と
絵
は
真
実
の
も
の
に
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
清
ら
か
な
人
柄
は
多

く
の
人
を
惹
き
つ
け
、
佐
竹
徳

氏
の
ア
ト
リ
エ
「
赤
屋
根
」
に

は
訪
問
者
が
後
を
絶
た
ず
、
訪

問
者
に
自
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ

て
絵
の
話
を
す
る
な
ど
絵
を
描

く
時
間
が
な
か
っ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

　

美
術
館
で
実
物
の
絵
と
向
き

合
い
、
佐
竹
氏
の
自
然
と
向
き

合
う
姿
勢
な
ど
感
じ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

魅
力
あ
る
講
座
が
増
え
た
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
人
が
利
用

し
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
増
え
た
出
前
講
座
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　

受
講
の
手
続
き
は
、
通
常
の

出
前
講
座
と
同
じ
で
、
中
央
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
紙

６
月
号
「
ま
な
び
の
部
屋
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　



　

れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
。

②
別
の
金
融
業
者
か
ら
借
り
て

　

返
し
て
い
る
。

③
借
金
の
返
済
で
生
活
が
行
き

　

詰
ま
り
、
公
共
料
金
、
授
業

　

料
、
家
賃
な
ど
の
支
払
い
が

　

滞
っ
て
い
る
。

④
借
金
の
こ
と
を
誰
に
相
談
す

　

れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
な
ど

の
多
重
債
務
問
題
は
、
弁
護
士

や
司
法
書
士
な
ど
法
律
の
専
門

家
の
手
助
け
が
あ
れ
ば
解
決
で

き
る
問
題
で
す
。

　

深
刻
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
前
に
、
一
刻
も
早
く
解
決
策

を
検
討
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
で
す
。

　

一
人
で
悩
む
こ
と
な
く
、
勇

気
を
出
し
て
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

９
月
25
日
（
土
）

  

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
予

　

約
不
要
）

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ

　

ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区
南
方

　

２

13

１
き
ら
め
き
プ
ラ

　

ザ
５
階
）

　

無
料

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

開
発
途
上
国
で
、
現
地
で
生
活

し
な
が
ら
、
自
分
の
持
っ
て
い

る
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
、

人
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
協
力

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
１
日（
金
）

　

〜
11
月
８
日
（
月
）

　

日
本
国
籍
を
持
つ
次
の
人

・
青
年
海
外
協
力
隊　

20
〜
39
歳

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

40
〜
69
歳　

農
林
水
産
、
加

　

工
、
保
守
操
作
、
土
木
建
築
、

　

保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、
ス

　

ポ
ー
ツ
、
計
画
・
行
政
、
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
な
ど

　

所
定
の
応
募
書

　

類
を
郵
送
で
提
出

　

２
年
間

※
派
遣
前
に
原
則
65
日
間
の
訓

　

練
が
あ
り
ま
す
。

※
現
地
で
の
生
活
費
や
往
復
運

　

賃
な
ど
派
遣
に
必
要
な
経
費

　
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
負
担
し
ま
す
。

　

岡
山
県
立
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
平
成
23
年
度
４
月
入
校

生
（
Ａ
日
程
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
学
校
で
は
、
職
業
に
必

要
な
専
門
的
知
識
と
技
能
が
効

果
的
に
習
得
で
き
る
よ
う
実
践

的
な
訓
練
を
行
い
、
産
業
界
が

求
め
て
い
る
技
能
者
と
し
て
の

素
地
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
高
等
学
校
卒

業
見
込
み
の
人

①
南
部
高
等
技
術
専
門
校

　

精
密
機
械
科
、建
築
設
備
科
、

溶
接
科
、
総
合
左
官
科
、
塗
装

科
、
造
園
施
工
管
理
科

②
北
部
高
等
技
術
専
門
校

　

電
気
設
備
科
、木
造
建
築
科
、

木
工
科

　

岡
山
県
で
は
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
の
協
力
を
得
て
、
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
な
ど

の
借
金
で
次
の
こ
と
に
一
つ
で

も
当
て
は
ま
れ
ば
、
相
談
窓
口

へ
行
く
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

①
２
つ
以
上
の
金
融
業
者
か
ら

　

借
金
が
あ
り
、
返
す
の
が
遅

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
３
０
１
人
以
上
の
労

働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

労
働
者
が
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
し
や
す
い
雇
用
環
境
の
整
備

を
進
め
る
た
め
の
「
一
般
事
業

主
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
速

や
か
に
都
道
府
県
労
働
局
に
届

け
出
な
ど
を
行
う
こ
と
が
義
務

（
３
０
０
人
以
下
の
事
業
主
は

努
力
義
務
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
平
成
23
年
４
月
１
日
か

ら
は
、
行
動
計
画
の
策
定
・
届

出
義
務
が
１
０
１
人
以
上
の
事

業
主
に
拡
大
（
１
０
０
人
以
下

の
事
業
主
は
努
力
義
務
）
さ
れ

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

岡
山
県
で
は
、
仕
事
と
子
育

て
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
、「
お

か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企

業
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
企
業
・
事
業
所
の

代
表
者
に
今
後
、
積
極
的
に
取

り
組
む
具
体
的
な
内
容
を
宣
言

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣

言
企
業
」
に
登
録
さ
れ
た
企
業

に
は
、
登
録
証
が
交
付
さ
れ
る

ほ
か
、
企
業
・
事
業
所
の
名
称

や
取
組
内
容
が
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
県
内
外
に
広
く

紹
介
さ
れ
、
企
業
・
事
業
所
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
も
期

待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
企
業
が
、
応
援

宣
言
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
社
会
保
険
労
務
士
な

ど
の
専
門
家
の
派
遣
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
事
業
や
、
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
役
立

て
る
た
め
の
助
成
金
を
支
給
す

る
制
度
の
受
け
付
け
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
先
の
大
戦
に

お
い
て
、
事
変
地
の
区
域
ま
た

は
戦
地
の
区
域
と
い
っ
た
外
地

な
ど
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
し
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
人
（
慰
労

給
付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対

し
て
、
そ
の
労
苦
に
報
い
る
た

め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
本
人
、
家

族
な
ど
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月

　

31
日
（
木
）

　

市
で
は
、
子
育
て
中
の
親
子

が
安
心
し
て
気
軽
に
外
出
で
き

る
よ
う
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
図
に
は
、
お
む
つ
の

交
換
台
、授
乳
室
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
情
報
を

施
設
ご
と
に
掲
載
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
と
の
外
出
や
日
常
の

買
い
物
な
ど
の
際
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
公
共
施
設
に
限
ら

ず
、
商
店
、
飲
食
店
、
金
融
機

関
な
ど
の
施
設
も
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
マ
ッ
プ
作
成
の

た
め
、
事
業
所
な
ど
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
現
地

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
北
部
高
等
技
術
専
門
校
美
作
校

　

自
動
車
工
学
科
、
自
動
車
車

体
整
備
科

間　

９
月
１
日（
水
）

　

〜
10
月
29
日
（
金
）

　

11
月
８
日
（
月
）

　
11
月
17
日（
水
）

　

　

希
望
す
る
訓
練
科
が
設
置
さ

れ
て
い
る
高
等
技
術
専
門
校
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
平
成
15
年
に

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
が
成
立
し
、
国
、
地
方
公

共
団
体
、
事
業
主
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
次
世
代
育
成
支
援
を



　

女
共
通
）

　

左
表
の
と
お
り

　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯
サ
イ
ト
で
も

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

　

岡
山
県
で
は
平
成
19
年
度
か

ら
「
お
か
や
ま
子
ど
も
民
俗
芸

能
大
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
で
日
ご
ろ
か
ら
練
習
を

積
ん
で
き
た
子
ど
も
た
ち
が
一

堂
に
会
し
て
、
民
俗
芸
能
を
実

　

岡
山
県
で
は
、
未
婚
・
晩
婚

化
へ
の
対
策
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
結
婚
を
希
望
す
る

皆
さ
ん
を
対
象
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
や
交
際
の
き
っ
か
け

と
な
る
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

　

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
自
分
に
な

る
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
食

事
を
楽
し
み
な
が
ら
の
交
流
会

で
、
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

岡
山
県
内
に
在
住
も
し
く
は

在
勤
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
独

身
男
女
（
学
生
不
可
）

※
本
籍
地
の
あ
る
役
所
の
戸
籍

　

係
で
発
行
す
る
独
身
証
明
書

　

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

各
会
場
と
も
男

　

女
各
30
人
（
計
60
人
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

　

選
の
上
、
申
込
締
切
日
か
ら

　

４
日
以
内
に
当
選
結
果
を
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

４
、０
０
０
円（
男

　

月
１
日
（
金
）
ま
で
に
送
付

　

し
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
男
女
共
同
参
画
推

進
の
会
「
さ
ざ
な
み
」
で
は
、

日
常
誰
で
も
簡
単
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
健
康
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
で
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

簡
単
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ホ
ッ

ト
タ
オ
ル
の
作
り
方
、
日
常
に

お
い
て
の
健
康
づ
く
り

　

日
本
赤
十
字
社
岡
山

　

県
支
部
指
導
員

　

９
月
15
日
（
水
）　

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

中
央
公
民
館
多
目
的

　

ホ
ー
ル

　

１
０
０
円

　

20
人

　

タ
オ
ル
、

　

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
１
枚

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
要
約

筆
記
奉
仕
員
の
養
成
講
座(

基

礎
課
程
）
を
開
講
し
ま
す
。

　

難
聴
や
中
途
失
聴
者
の
人
は

手
話
を
覚
え
る
機
会
が
少
な

く
、
補
聴
器
で
も
聞
こ
え
具
合

に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
話
の

内
容
を
文
字
で
書
い
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
助
け
る
手
段

が
要
約
筆
記
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
７
日
（
木
）
か
ら

　
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
零
時
30
分

数
十
年
。
自
分
の
身
体
の
変
化

に
気
付
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

９
月
23
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

旭
東
自
動
車
教
習
所

　
（
邑
久
町
豆
田
１
０
８
３
）

　

旭
東
自
動
車
教
習
所

　

教
習
指
導
員
ほ
か

　

60
歳
以
上
で
運
転
免

　

許
証
を
持
っ
て
い
る
人

　

20
人
（
先
着
順
）

　

無
料

　

９
月
15
日（
水
）

　

電
話
ま
た
は
住

　

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

　

記
し
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
左
記
ま

　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館

　

市
内
に
在
住
・
在

　

勤
の
人

　

20
人（
先
着
順
）

　

１
、５
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
・
初
回
に
一
括
納
付
）

　

電
話
ま
た
は
住

　

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

　

記
し
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
左
記
ま

　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　　　　

市
で
は
、
秋
の
交
通
安
全
県

民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
高
齢

者
を
対
象
に
「
生
き
生
き
運
転

実
技
講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
能
力
を
高
め
る
「
交
通

脳
ト
レ
」
や
教
習
所
内
の
コ
ー

ス
を
実
際
に
走
り
、
普
段
の
運

転
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
運

転
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

運
転
免
許
を
取
得
し
て
か
ら

　

小
学
校
３
年
生

　

〜
中
学
校
３
年
生
の
児
童
・

　

生
徒
と
そ
の
保
護
者

　

親
子
20
組
（
60   

　

人
程
度
）

　
１
人
３
、０
０
０
円

　

申
込
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
返
信
用

　

封
筒
（
80
円
切
手
を
貼
り
、

　

あ
て
名
を
記
入
し
た
も
の
）

　

同
封
の
上
、
岡
山
県
渋
川
青

　

年
の
家
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

　

い
。
申
込
用
紙
に
つ
い
て
は

　

渋
川
青
年
の
家
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

９
月
１
日（
水
）

　

〜
24
日
（
金
）（
必
着
）　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選  

　

と
し
、
参
加
決
定
通
知
を
10

　

市
内
の
小
学
生

　

無
料（
昼
食
あ
り
）

　

１
０
０
人（
先
着
順
）

　

釣
り
具
（
竿
・
え

　

さ
含
む
）

　

岡
山
県
渋
川
青
年
の
家
で

は
、
カ
ッ
タ
ー
漕
艇
、
地
引
網
、

ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
観
察
な
ど
の
活

動
体
験
を
通
し
て
、
自
然
に
親

し
む
と
と
も
に
、
親
子
の
触
れ

合
い
や
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
「
親
子
Ｄ
Ｅ
海
の
学

習
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。　

10
月
16
日
（
土
）

　

〜
17
日
（
日
）（
１
泊
２
日
）

※
雨
天
実
施
。
た
だ
し
、
荒
天

　

時
は
中
止
し
ま
す
。

　

渋
川
青
年
の
家
、
渋

　

川
海
岸
、
渋
川
沖

演
し
ま
す
。

　

民
俗
芸
能
の
研
究
者
に
よ
る

分
か
り
や
す
い
解
説
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
の
実
演
発
表

を
通
し
て
、
民
俗
芸
能
に
対
す

る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

10
月
３
日
（
日
）

　

午
後
１
〜
４
時

　

高
梁
総
合
文
化
会
館

　
（
高
梁
市
原
田
北
町
１
２
１
２
）

　

無
料

　

邑
久
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
と
体
験
地

引
網
を
開
催
し
ま
す
。
賞
品
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
午

　

前
９
時
30
分
集
合
）

※
雨
天
決
行
で
す
。

　

西
脇
海
水
浴
場
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※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

　子どもの成長や発達について、小児科専門医が相談に応
じ、発達検査も行います。相談を希望する人は、事前にご
予約ください。

　10 月６日（水）　時間は予約後に決定
　ゆめトピア長船
　無料

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催してい
ます。興味のある人は、ぜひご参加ください。

　９月 15日（水）　午前 11時～
　瀬戸内市民病院
　「認知症について」
　30人（テーマに沿った食事付きは 24人）
　５００円（食事付き）　１００円（食事なし）

　介護者の皆さんに、心身のリフレッシュを図り、気分転
換をしてもらうことを目的として、次のとおり旅行を企画
しました。お誘いあわせの上、ご参加ください。

　９月 10日（金）　午前 10時 30分～午後３時
　倉敷美観地区周辺（あじさいのおか牛窓集合）
　2,000 円程度（美術館入館料・食事代）
　９月１日（水）

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。

　生後４カ月以上の乳幼児の保護者を対象に、栄養士によ
る離乳食の作り方や試食を行っています。予約は不要です
ので、お気軽にご参加ください。

　９月 24日（金）　午前 10時～ 11時 30分
　ゆめトピア長船
　無料

　障害者の仕事や生活に関わる相談に岡山障害者就業・生
活支援センター相談員がお答えします。予約は不要です。
　なお、事情によっては訪問相談を行うこともできますの
で、お気軽にご連絡ください。

　９月２日（木）　午後１時 30分～午後４時
　ゆめトピア長船
　無料

9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

10：00～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

19：00 ～
　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
※毎週土曜日(10/23まで）

13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

13：00～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

8：50～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル

13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

10：00～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

9：00 ～
　邑久中学校体育館

操山コース
　８：29邑久駅発赤穂線

9：00～
　邑久スポーツ公園テニスコート

13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

9：00～ 15：00
　瀬戸内市役所

8：50～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル

10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

9：00～ 12：00
　瀬戸内市役所

14：00～ 15：00
　ゆめトピア長船

10：00～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

8：30 ～
　出島公園（牛窓町牛窓）

10：00～ 12：00
　牛窓町公民館

9：00～ 12：00
　牛窓町公民館

　13：00～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

8：50 ～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル

10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

13：30～ 15：00
　ゆめトピア長船

9：00～
　邑久スポーツ公園テニスコート

13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9：30～ 11：00
　ゆめトピア長船

13：00～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

8：50 ～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル



北
山　

雨
楽
（
牛
窓
町
牛
窓
）

合
内　

嘉
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

後
藤　

靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

塩
見　

愛
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

谷
元
久
美
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

那
須　

博
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口　

道
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

的
場　

松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
岡　

光
枝
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

野
口　

慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
野　

孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

平
野　

五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

福
本　

曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

藤
井　

留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
島　

秋
月
（
長
船
町
長
船
）

堤　
　

明
子
（
長
船
町
磯
上
）

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

上
山　

幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

朝
霧　

好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

　「牛窓しおまち唐琴通り」は、文化遺産とい
える地域ですが、高齢化などによってさまざ
まな課題を抱えています。
　そんな状況に危機感を抱いた人たちで結成
した「牛窓しおまち唐琴通りの保存と活性化
プロジェクト」では、４月 24 日に第１回ま
ちづくり講演会を開催し、総合計画をもとに
市民主体で取り組むこれからの「まちづくり」
のあり方について考えました。
　今後も、下記の日程で、他地域のＮＰＯ活
動の取り組みや牛窓の魅力の再発見をテーマ
とした講演会を開催し、引き続き地域の再活性化の方策を探ることにしていま
す。入場料は無料ですので、皆さんお気軽にご参加ください。

　９月４日（土）午後１時 30分～午後３時
　牛窓町公民館大講座室　　
　「地域を元気にする住民主体・協働のまちづくり」
　中村順子氏（NPOコミュニティ・サポートセンター神戸理事長 )

　NPO活動の先駆的取組みを実践してきているNPOコミュニティ・サポート
センター神戸（ＣＳ神戸）の理事長としての経験を踏まえ、まちおこし・まち
づくり活動に市民の誰もが参加し、地域全体が元気なコミュニティを形成して
いく方法を分かりやすく説明します。

　９月 20日（月）午後１時 30分～午後３時
　牛窓関町コミュニティーハウス集会室
　「牛窓の魅力とこれから」
　谷沢明氏（愛知淑徳大学交流文化学部教授 )

　講師は、建築学を修める全国各地を探訪し、その町並みや人々の暮らしぶり
を観察し続けている日本を代表するフィールドワーカーの一人。牛窓にも数回
訪れており、講演では他の地域とも比較しながら牛窓の魅力と現状、そしてこ
れからの可能性を話してもらいます。




